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設立 1950年10月

資本金 13,208百万円

本社 大阪市中之島

連結従業員数 5,623名

連結売上高 4,338億円

植物性油脂
パーム油を主原料に、食用加工油脂、
チョコレート用油脂などグローバル展開

大豆加工素材
大豆たん白素材（粉状・粒状大豆たん白）
大豆たん白食品（厚揚げ、がんもどき等）
機能剤（水溶性大豆多糖類、ペプチド等）

業務用チョコレート
製菓用・製パン用など業務用チョコレート
をグローバル展開

乳化・発酵素材
クリーム、マーガリン、フィリングなど。
日本、東南アジア、中国で展開

2021年度
実績

外側：売上 4,338億円
-------------------------
内側：営業利益150億円

事業拠点：世界14か国34社

31%

43%

18%

8%

40%

40%

9%

11%

不二製油グループ概要
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パーム核油

パーム油

ひまわり油

菜種油

大豆油

世界でもっとも生産されているパーム油

主な植物油の生産量の推移

単位：千トン

出典:一般社団法人日本植物油協会ウェブサイト
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主要植物油の生産国比率と日本での総供給量 (2020年)

中国
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大豆油

カナダ
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ドイツ

23%
中国
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日本
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菜種油

出典：農林水産省「油糧生産実績調査」 財務省「貿易統計」を元に作成した（一社）日本植物油協会データ
ISTA Mielke社「Oil World」2020年報を参考に作成
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パーム油・パーム核油

1,012千トン 456千トン834千トン

日 本 で の 総 供 給 量（2020年）
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責任ある原料調達

不二製油グループサプライヤー行動規範

原料別 責任ある調達方針概要 2025年目標 2030年目標

パーム油 ・森林破壊ゼロ
・泥炭地開発ゼロ
・搾取ゼロ

• 農園までのトレーサビリティ75％
• パルマジュの全サプライヤーへの労働環境

改善プログラム適用

• 農園までのトレーサビリティ100％
• すべての直接サプライヤーへの労働環境

改善プログラム適用

カカオ ・農家の生活環境改善
・サプライチェーンの児童労働撤廃
・森林破壊防止と森林保全

• 最悪の形態の児童労働ゼロ
• 植樹50万本

• 児童労働撤廃
• 植樹100万本

大豆 ・生物多様性の保護と森林破壊ゼロ
・先住民、地域住民及び労働者への搾取ゼロ
・コンプライアンスの順守

• 第一次集荷場所までのトレーサビリティ確
保、またはRTRS認証品もしくはRTRS認
証に準じたその他認証品での調達100%

• コミュニティレベルまでのトレーサビリティ確
保、またはRTRS認証品もしくはRTRS
認証に準じたその他認証品での調達率
100%

シアカーネル ・森林保全
・女性のエンパワーメント支援

• 農村レベルまでのトレーサビリティ50%
• Tebma-Kandu協同組合からの直接調

達比率30%
• 植樹6,000本/年
• フジ オイルガーナのエネルギー使用量の非

化石燃料比率100%
• フジ オイルガーナでの正規雇用数50%増

• 農村レベルまでのトレーサビリティ75%
• Tebma-Kandu協同組合からの直接

調達比率50%
• 植樹6,000本/年
• ガーナでのシアカーネル搾油分別比率

100%
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搾油工場までのトレーサビリティ100%達成（2019年末）2030年度までに農園までのトレーサビリティ100％

不二製油グループ
不二製油(日本)
他グループ会社
（シンガポール、USAなど）

グループ会社（マレーシア）

社外 直接サプライヤー

農園／小規模農家 搾油工場 一次精製会社 油脂加工・精製会社

農園会社

小規模農家

グリーバンス(苦情）提起

エンゲージメント

パーム油サプライチェーン改善

NGO、農園の被害者など

エンゲージメントエンゲージメントグリーバンスメカニズム運用

（2016年~）トレーサビリティの確保

（2017年~）リスクの特定と改善
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パーム油サステナブル調達コミットメント（2020年6月公表）

2025年 2030年 最終目標

環境 農園までの
トレーサビリティ*1

75％

農園までの
トレーサビリティ
100％

NDPE*2

-森林破壊ゼロ

-泥炭地開発ゼロ

-搾取ゼロ
人権 労働環境改善PG適用

パルマジュの全サプライヤー

100％

労働環境改善PG適用
全直接サプライヤー

100％

*1:Traceable to Plantation 供給農園の特定と森林破壊のモニタリング
*2:NDPE: No Deforestation, No Peatland development and No Exploitation
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農園までのトレーサビリティの確保

搾油工場までのトレーサビリティ100%達成（2019年末）2030年度までに農園までのトレーサビリティ100％

農園／小規模農家 搾油工場 一次精製会社 油脂加工・精製会社

不二製油グループ
トレーサビリティスコア

2021年度実績
TTM(搾油工場まで):100％
TTP（農園まで） ： 85％
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北スマトラでの
ランドスケープイニシアチブ(2018年～)

マレーシアのグループ会社
サプライチェーン改善活動 (2017年～)

サバ州の小規模農家支援
(2016年～)

✓ 自己評価ツール活用

✓ 労働環境改善プログラム

✓ 衛生写真を使った森林破壊の
検証・モニタリング

✓ 地元政府との協働

✓ 搾油工場/農園/小規模農家への
トレーニング提供

✓ 小規模農家が持続可能なパーム油の認証
（RSPO認証）を取得するためのトレーニング

✓ BIO農法導入

現場の問題を熟知した専門家（NPO）と協働

サプライチェーン上のリスク特定と改善
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パルマジュ社（グループ一次精製会社）サプライチェーン改善活動②

労働環境改善プログラム（Labour Transformation Program)

８テーマ
⚫ 移動の自由
⚫ 雇用契約
⚫ 倫理的雇用
⚫ グリーバンスメカニズム
⚫ 賃金および労働時間
⚫ 結社の自由
⚫ 安全衛生
⚫ 労働者の住居

キャパシティビルディング

✓ サプライヤーがコンプライアンスを遵守するための情報や支援文書の提供

✓ 専任のスタッフや部署に対する具体的な研修の実施

✓ 業界の要求事項に対するサプライヤーの意識啓発

✓ サプライヤーの労働基準への国際基準適用の支援

✓ サプライヤーにおける認証または顧客要求への対応支援

グループ会社（マレーシア）のサプライチェーン改善活動（自己評価ツール）
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パルマジュ社（グループ一次精製会社）サプライチェーン改善活動②グループ会社（マレーシア）サプライチェーン改善活動（衛星写真）

衛生写真を使った森林破壊防止モニタリング → Deforestation free検証

×
農園までのトレーサビリティデータ 衛星モニタリングデータ



12

目標
・ 森林破壊の撲滅
・ 農家の労働環境の改善
・ 小規模農家のレジリエンス強化
・ 地域社会の支援

インドネシア・スマトラ島 ランドスケープイニシアチブ

成果事例（2018～2020年）

■森林破壊の減少

■森林再生
✓ 再生対象区域マッピング
✓ 有用作物の苗木や果樹の種子を配布

■収入の多様化
✓ 牛の飼育
✓ パーム再植の前年に稲の栽培
✓ パーム未熟期に果樹・野菜などを間作

インドネシア・スマトラ島 ランドスケープイニシアチブ
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インドネシア・スマトラ島 ランドスケープイニシアチブ成果

労働組合員、労働局職員、政府高官による労働研修
コロナウィルス感染症予防対策議定書を活用

収穫前の実演構想 収穫後 収益から購入された牛

パーム油移植の準備をする小作農家 米栽培の様子。未熟期パームとの間作および単独栽培の両方でテスト実施

インドネシア・スマトラ島 ランドスケープイニシアチブ成果
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マレーシア・サバ州小規模農家支援

現地NGOを通じて小規模生産者を支援

農家コミュニティ集会所の掲示板
RSPO監査情報や害虫の対策法などのお役立ち情報を掲載 廃棄する葉からBIO肥料を生成する方法をトレーニング

環境再生型農業支援（2020年~）RSPO,MSPO取得支援（2016年~）

マレーシア・サバ州 小規模農家支援
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グリーバンス（苦情処理）メカニズム
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カカオの調達方針とコミットメント（2020年6月公表）

社会課題 中長期目標
2025年目標 2030年目標

児童労働 児童労働撤廃 最悪の形態の児童労働*ゼロ 児童労働ゼロ

森林破壊 森林再生 植樹50万本 植樹100万本

*最悪の形態の児童労働（Worst Forms of Child Labor）
安全に考慮しない労働、深夜労働させる、非常に重いものを運ぶとか危険な作業をさせる、一般的な児童労働からさらに劣悪な状況を指すもの

責任あるカカオ豆調達方針（2018年策定）

➢ 農家の生活環境改善

➢ 当社サプライチェーン上の児童労働の撲滅

➢ 森林破壊の防止と森林の保全
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カカオのサプライチェーン改善活動

児童労働撤廃に向けたアプローチ

１. CLMRS（児童労働監視改善システム）

２．GPSマッピング

３．女性のエンパワーメント（識字コース、VSLA*）

４．家庭への栄養指導

５．質の高い教育機会の提供

森林再生に向けたアプローチ

１. One Tree Plantedとの協働で毎年10万本植樹

ガーナ西部とその周辺を対象に多種類の緑陰樹の苗木を植え

アグロフォレストリー推進と共に農家の所得も向上

２. 世界カカオ財団（WCF）Cocoa & Forests Initiative

３. 衛星システムの活用による森林破壊リスク低減

４. カカオ農園へGAP（農業生産工程管理）導入
土壌やカカオに負荷の低いオーガニック虫除けスプレーをつくる技術指導

* Village Savings and Loans Association


